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今
日
、町
の
都
市
化
に
と
も
な
い
推
進
工
法
に
よ
る
下
水
道
工
事
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
推
進
工
法
は
、交
通
渋
滞
を
緩
和
す
る
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、工
事
で
出

る
土
量
が
少
な
く
、工
事
中
の
騒
音
も
少
な
い
た
め
「
環
境
に
優
し
い
」
工
法
と

し
て
す
で
に
数
多
く
の
推
進
工
法
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、塩
ビ
管
に

よ
る
小
口
径
用
推
進
工
法
で
は
、耐
荷
力
の
関
係
で
推
進
距
離
を
延
ば
す
こ
と

が
困
難
で
し
た
。
そ
の
た
め
塩
ビ
管
に
よ
る
長
距
離
推
進
は
、長
年
の
「
夢
の
技

術
」
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
株
式
会
社
エ
ム
・
シ
ー
・
エ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
、こ
の
難
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ベ
ル
工
法
を
開
発
し
ま
し
た
。ま
た
、ク
ボ
タ
シ
ー

ア
イ
は
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
推
進
管
の
開
発
に
参
画
。
昨
年
、横
浜
で

行
わ
れ
た
下
水
道
展
で
紹
介
し
、多
く
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
本
年
度
よ
り
始

ま
る
本
格
的
な
実
用
化
の
前
に
、こ
の
「
夢
の
技
術
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
�

�

推
進
工
事
の
は
じ
ま
り
�

　
下
水
道
の
布
設
は
基
本
的
に
開
削
工
事
で
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、社
会
基
盤
の
整
備

が
進
み
、都
市
化
が
進
む
と
簡
単
に
開
削
工
事

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
取
り
入
れ

ら
れ
た
の
が
推
進
工
法
で
す
。こ
の
工
法
で
は
、

推
進
設
備
を
備
え
た
発
進
立
坑
か
ら
油
圧
ジ
ャ

ッ
キ
に
よ
り
掘
進
機
を
地
中
に
押
し
出
し
ま
す
。

掘
進
機
の
後
続
に
既
製
の
管
を
順
次
継
ぎ
足
し
、

管
列
を
推
進
す
る
こ
と
で
掘
進
機
を
到
達
立
坑

に
到
達
さ
せ
、発
進
立
坑
と
到
達
立
坑
の
間
に

管
路
を
構
築
し
ま
す
。（
図
1:

「
推
進
工
法
概
略

図
」参
照
）

　
推
進
工
法
は
開
削
工
法
に
比
べ
路
面
を
堀
割

影
響
が
小
さ
く
な
り
ま
す
。ま
た
、騒
音
、振
動
、

粉
じ
ん
等
の
工
事
公
害
の
低
減
な
ど
環
境
的
に

も
優
れ
て
い
ま
す
。昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
積

極
的
に
下
水
道
工
事
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、小
口
径
か
ら
大
口
径
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
工

法
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
呼
び
径
7
0
0
以
下
の
小
口
径
推
進

工
法
は
、推
進
管
の
種
類
に
よ
り
、高
耐
荷
力
方

式（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
、鋳
鉄
管
）、低
耐
荷

圧
方
式（
塩
ビ
管
）、鋼
管
さ
や
管
方
式
の
3
つ

に
大
別
さ
れ
ま
す
。1
9
8
0
年
代
以
降
急
速

に
増
加
し
、現
在
で
は
推
進
工
法
の
約
8
割
を

占
め
ま
す
。

浸水対策は大丈夫ですか?

クボタシーアイの浸水対策製品クボタシーアイの浸水対策製品
これかれから
雨の季節が季節が
本番本番

これから
雨の季節が
本番
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塩ビ管での長距離推進を可能にする“夢の技術” ベル工法 

腐
食
し
な
い
塩
ビ
管
が
下
水
道
の
主
流
�

　長
年
布
設
さ
れ
て
き
た
下
水
道
管
路
の
延
長
距

離
は
、
2
0
1
0
年
に
は
50
万
k
m
に
達
す
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
す
で
に
都
市
部
を
中
心
に
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
更
新
工
事
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
高
ま
る
も
の
と
推

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
水
道
管
路
の
更
新
工
事
は

新
設
工
事
以
上
に
費
用
が
か
か
る
た
め
、
今
後
多

く
の
自
治
体
の
財
政
を
悪
化
さ
せ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。（
表
1:

「
改
築
更
新
費
」参
照
）

　管
路
の
老
朽
化
の
主
な
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ

て
い
る
の
が
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管（
ヒ
ュ
ー
ム

管
）の
腐
食
。
昭
和
50
年
代
ま
で
下
水
道
管
の
主

流
で
あ
っ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
は
、
敷
設
後

30
年
程
で
腐
食
し
ま
す
。
腐
食
が
進
む
と
、
流
下

性
能
が
低
下
す
る
だ
け
で
な
く
、
道
路
陥
没
な
ど

の
事
故
も
引
き
起
こ
し
ま
す
。
平
成
19
年
度
に
は

全
国
で
約
4
7
0
0
件
も
の
道
路
陥
没
が
発
生

し
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
腐
食
の
問
題
と
さ
ら
に
地
震
に
弱
い
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
に
代

わ
っ
て
塩
ビ
管
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
発

注
量
で
は
昭
和
60
年
度
か
ら
、
残
存
す
る
延
長

距
離
で
も
平
成
2
年
度
か
ら
鉄
筋
コ
ン
リ
ー
ト

管
よ
り
塩
ビ
管
が
多
く
な
り
ま
し
た
。（
表
2:

「
下

水
道
管
路
管
種
別
発
注
延
長
」参
照
）

ど
う
し
て
塩
ビ
管
に
よ
る
長
距
離
推
進
か
�

　し
か
し
、
塩
ビ
管
に
よ
る
推
進
工
法
は
、
推
進
距

離
が
60
m
程
度
と
短
い
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
従

来
の
塩
ビ
管
に
よ
る
推
進
工
法（
低
耐
荷
力
方
式
）

で
は
、
塩
ビ
推
進
管
を
元
押
し
ジ
ャ
ッ
キ
装
置
で

直
接
押
す
た
め
、
推
進
距
離
に
比
例
し
て
増
加
す

る
周
面
摩
擦
力
と
塩
ビ
推
進
管
の
許
容
耐
荷
力

と
等
し
い
距
離
が
許
容
推
進
延
長
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
耐
荷
力
の
低
い
塩
ビ
管
は
推
進
距

離
を
長
く
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
図
2:

「
従
来
の
低
耐
荷
力
方
式
」参
照
）

　一
方
、
今
日
の
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
見
る
と
、
市
街

地
な
ど
の
複
雑
な
工
事
条
件
や
工
事
費
削
減
か

ら
長
距
離
推
進
の
必
要
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
呼
び
径
2
5
0
以
上
の
幹
線
・
準
幹
線

の
推
進
工
事
で
は
主
要
道
路
に
布
設
す
る
こ
と

が
多
く
、
交
通
渋
滞
な
ど
の
環
境
問
題
を
緩
和

す
る
た
め
長
距
離
推
進
工
法
が
必
要
と
な
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
長
距
離
推
進
工
法
と
な
る
と
高
耐

荷
方
式
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
が
使
用
さ
れ
、

毎
年
4
0
0
k
m
も
布
設
さ
れ
て
き
ま
し
た
。こ

の
ま
ま
で
は
将
来
に
腐
食
の
問
題
を
残
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

夢
の
技
術
「
ベ
ル
工
法
」
�

　下
水
管
路
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
た

め
に
、
塩
ビ
管
を
使
用
し
た
長
距
離
推
進
工
法
が

待
ち
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
塩
ビ
管
の
推

進
工
法
が
始
め
ら
れ
て
20
年
以
上
に
な
り
ま
す

が
長
距
離
推
進
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ

の
た
め「
夢
の
技
術
」と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　そ
こ
で
株
式
会
社
エ
ム
・
シ
ー
・
エ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
平
成
19
年
9
月
に
塩
ビ
管
を
推
進
管

に
し
た
長
距
離
推
進
工
法（
ベ
ル
工
法
）の
開
発

を
開
始
。
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
塩
ビ
推
進
管
の
開

発
に
参
画
し
ま
し
た
。こ
の
工
法
は
国
の
助
成
事

業
で
あ
る
N
E
D
O（
独
立
行
政
法
人
・
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）の「
平
成

19
年
度
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
用
化
助
成
事
業
」の

採
択
を
受
け
て
、
平
成
21
年
3
月
20
日
に
実
証

試
験
を
完
了
し
ま
し
た
。

　平
成
20
年
4
月
に
は
、「
つ
く
ば
」に
お
い
て
世
界

で
初
め
て
塩
化
ビ
ニ
ル
管
を
用
い
て
1
5
0
ｍ
の

長
距
離
推
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
4
月
初
め
よ
り

地
上
で
動
作
確
認
を
行
い
、
4
月
12
日
か
ら
推

進
を
開
始
。
工
程
計
画
通
り
順
調
に
推
進
が
完

了
し
、
到
達
精
度
も
数
ミ
リ
で
φ
1
2
0
0
の
到

達
立
坑
の
セ
ン
タ
ー
で
掘
進
機
が
回
収
さ
れ
、
成

功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

ベ
ル
工
法
の
特
長
�

　ベ
ル
工
法
で
は
推
進
距
離
を
延
ば
す
た
め
、
推
進

管
と
地
山
と
の
周
面
摩
擦
力
が
推
進
管
の
許
容

耐
荷
力
よ
り
下
回
る
本
数
ご
と
に
、
イ
ン
ナ
ー
支

持
装
置
の
支
持
部
材
で
支
持
し
ま
す
。こ
れ
に
よ

り
周
面
摩
擦
力
は
イ
ン
ナ
ー
装
置
が
負
担
す
る
こ

と
と
な
り
、
許
容
推
進
延
長
は
従
来
の
推
進
管
の

耐
荷
力
で
制
限
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
ナ
ー

装
置
の
耐
荷
力
で
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
図
3:

「
ベ
ル
工
法
に
よ
る
長
距
離
推
進
」参
照
）

　塩
ビ
管
を
推
進
管
に
し
た
低
耐
荷
力
方
式
の
場

合
、こ
れ
ま
で
の
推
進
距
離
は
条
件
に
よ
っ
て
異

な
る
も
の
の
、
概
ね
50
〜
80
m
で
し
た
。
ま
た
、
高

耐
荷
力
方
式
の
長
距
離
推
進
で
も
、
推
進
距
離

は
最
大
2
0
0
m
で
す
。こ
れ
が
ベ
ル
工
法
を
採

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
推
進
距
離
は
最
大

2
5
0
m
ま
で
延
ば
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
表
3:

「
1
ス
パ
ン
の
推
進
延
長
」参
照
）

　実
際
の
工
事
で
長
距
離
推
進
を
可
能
に
す
る
た

め
に
は
、
曲
線
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
道
路
は
カ
ー
ブ
が
多
く
、
ま
た
立
坑
を
減

ら
す
た
め
に
も
曲
線
へ
の
対
応
が
重
要
で
す
。（
図

4:

「
曲
線
の
長
距
離
推
進
」参
照
）ベ
ル
工
法
は

塩
化
ビ
ニ
ル
推
進
管
を
用
い
た
長
距
離
直
線
推

進
工
法
だ
け
で
な
く
、
磁
力
線
測
量
に
よ
る
長
距

離
曲
線
工
法
を
実
現
。
さ
ら
に
、
世
界
最
高
性
能

の
光
学
式
ジ
ャ
イ
ロ
及
び
加
速
度
計
を
搭
載
し
た

自
走
式
計
測
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
長
距
離
曲
線
推

進
工
法（
ベ
ル
工
法
V
C
3
0
0
）が
開
発
さ
れ

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、
最
小
曲
率
半
径
が
60
ｍ

以
上
ま
で
の
曲
線
に
対
応
が
可
能
に
な
り
し
た
。

　そ
の
他
、
発
進
立
坑
は
2
方
向
へ
の
両
発
進
が
で

き
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
特
長
が
あ
り
ま
す
。（
表

４:

「
ベ
ル
工
法
の
特
長
」参
照
）

ベ
ル
工
法
の
シ
ス
テ
ム
�

　ベ
ル
工
法
の
シ
ス
テ
ム
は
、
先
頭
か
ら
掘
進
機
、

ポ
ン
プ
筒
、
測
量
筒
、
イ
ン
ナ
ー
装
置
、
塩
ビ
推

進
管
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
特

長
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　掘
進
機
…
掘
進
機
は
泥
水
方
式
で
あ
り
、
普
通

土
・
礫
質
土
に
対
応
す
る
タ
イ
プ
と
礫
層
・
岩
盤

に
対
応
で
き
る
2
タ
イ
プ
で
す
。こ
の
2
タ
イ
プ

で
普
通
土
・
礫
層
・
岩
盤
だ
け
で
な
く
、
無
水
層
か

ら
軟
弱
地
盤
ま
で
広
い
土
質
に
対
応
し
ま
す
。
φ

2
5
0
0
ｍｍ
の
小
断
面
立
坑
か
ら
両
発
進
も
可

能
で
、
既
設
人
孔
φ
1
2
0
0
ｍｍ
の
到
達
立
坑

か
ら
回
収
で
き
る
よ
う
に
、
3
分
割
で
製
作
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
曲
線
に
対
応
す
る
た
め
、
磁
力

線
発
生
装
置
を
搭
載
し
、
急
曲
線
も
可
能
と
す

る
中
折
れ
装
置
も
装
備
し
て
い
ま
す
。

標準土質で1スパン最大推進可能距離は250ｍ、土被りが7ｍ以上で300ｍも可能。�

測量空間を外部からの熱を遮断し、150ｍを越える長距離のレーザ測量を実現。�

① 掘進機に磁力線発生装置を搭載することにより、土被りが浅く（７ｍ未満）しかも並列埋設管

等がなく、交通量の少ない道路で磁力線の測量が可能な場合には、緩曲線も可能。�

② 自走式計測ロボットにより高精度な測量を実施し、曲率半径60m以上を実現。（VC300）

発進立坑は両発進が可能なφ2500ｍｍのケーシングおよびφ2500ｍｍのライナーに対応。�

到達立坑はφ1200ｍｍに対応しており、既設の2号人孔からの回収が可能。�

1スパン250m（標準土質）�

長距離レーザ測量技術による高精度測量�

�

曲線推進も可能�

�

両発進が可能な発進立坑�

到達立坑は既設人孔に対応�

�

表1：改築更新費�

インナー指示装置
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8,000

6,000

4,000

2,000

0

平成20年度予算（国費）6,620億円

改築更新が増加

H17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42

改
築
更
新
費（
億
円
）

年度 出典国土交通省

特 集 1特 集 1

発進立坑�

到達立坑�

曲線長距離推進工法�

発進立坑�

到達立坑�

曲線長距離推進の地上実験

　表2：下水道管路管種別発注延長�
20,000�

16,000�

12,000�

8,000�

4,000�

0

全既製管�

塩化ビニル管�

鉄筋コンクリート管�

S51525354555657585960616263H1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718

発
注
延
長（

km
）

年度�

図2：従来の低耐荷力方式�

図3：ベル工法による長距離推進�

表3：1スパンの推進延長�

図4：曲線の長距離推進�

表4：ベル工法の特長�

（注）可の範囲は土質条件に影響を受けるため、採用にあたっては検討を要す。

高
耐
荷
力
方
式

低
耐
荷
力
方
式

立坑内駆動方式

先導体駆動方式

圧送排土方式

吸引排土方式

250～300

350～500

600～700

250～300

350～500

250～300

350～700

350～700

250～700

250～700

200

250～300

200～300

350～450

一 工 程 式

二 工 程 式

一 工 程 式泥 水 方 式

泥土圧方式 一 工 程 式

泥 水 方 式

泥土圧方式

分類方式 推進距離 20 180160140120100806040

（凡例） 適 可

F0 （F0＋F1）元押し推力�掘進機の推進に必要な推力  F0

推進管に負担させる力  F1

F1

推進管に負担させる力  F1 (周面摩擦力)

推進距離に比例して大�

小�

大�

（F0＋F '1＋F '1＋・・・＋f1）元押し推力�掘進機の推進に必要な推力  F0

推進管に負担させる力  F '1 (周面摩擦力)

推進距離に関係なく数本分の周面抵抗力�

インナー装置�

インナー支持装置�

推進管に負担させる力  f1

 f1

F0

普通の推進工法�



　
ポ
ン
プ
筒
…
長
距
離

推
進
を
実
現
す
る
た
め
、

掘
進
機
の
後
続
に
排
泥

用
の
ポ
ン
プ
筒
を
設
け

て
い
ま
す
。
配
管
径
40

ｍｍ
用
の
外
径
φ
3
0
0

ｍｍ
と
配
管
径
50
ｍｍ
用
の

外
径
φ
3
5
0
ｍｍ
の
超

小
型
ポ
ン
プ
が
開
発
さ

れ
ま
し
た
。

　
測
量
筒
…
ミ
ク
ロ
工

法
Ｓ
Ｔ
Ｒ
型
で
開
発
さ

れ
た
長
距
離
レ
ー
ザ
測

量
技
術（
特
許
申
請
中
）

と
イ
ン
ナ
ー
装
置
に
レ

ー
ザ
通
過
空
間
を
遮
蔽

す
る
工
夫
を
加
え
る
こ

と
に
よ
り
、
直
線
の
長

距
離
推
進
で
は
、
こ
れ

ま
で
1
5
0
m
が
限
界

と
さ
れ
た
レ
ー
ザ
測
量

は
2
5
0
ｍ
ま
で
延
長

可
能
に
な
り
ま
し
た
。一
方
、曲
線
時
は
自
走
式

計
測
ロ
ボ
ッ
ト
を
走
行
さ
せ
土
被
り
や
並
列
埋

設
管
等
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
高
精
度
の
測
量

を
実
現
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。測

量
筒
は
ロ
ボ
ッ
ト
計
測
時
に
掘
進
機
の
方
向
角

を
検
出
す
る
装
置
を
搭
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
イ
ン
ナ
ー
装
置
…
イ
ン
ナ
ー
標
準
装
置
、イ
ン

ナ
ー
支
持
装
置
、イ
ン
ナ
ー
滑
材
装
置
と
4
種

類
の
特
殊
イ
ン
ナ
ー
装
置
に
分
か
れ
ま
す
。中

で
も
イ
ン
ナ
ー
支
持
装
置
は
、塩
ビ
推
進
管
の

力
を
下
回
る
間
隔
で
塩
ビ
推
進
管
を
支
持
し
ま

す
。推
進
中
に
発
生
す
る
周
面
摩
擦
力
は
イ
ン

ナ
ー
装
置
に
負
荷
さ
れ
る
た
め
長
距
離
推
進
が

可
能
に
な
り
ま
す
。ま
た
、任
意
の
位
置
で
滑
材

の
注
入
を
可
能
に
す
る
イ
ン
ナ
ー
滑
材
装
置
に

よ
っ
て
塩
ビ
推
進
管
と
地
山
と
の
周
面
摩
擦
抵

抗
を
大
幅
に
低
減
さ
せ
、推
進
距
離
を
高
め
ま

す
。

塩
ビ
推
進
管
…
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
、標
準

管
や
滑
材
管
な
ど
の
塩
ビ
推
進
管
を
提
供
。標

準
管
の
長
さ
は
、塩
ビ
管
の
基
本
長
さ
4
m
を

3
当
分
し
た
1
.
3
3
ｍ
と
し
、小
断
面
の
立

坑
か
ら
出
し
入
れ
で
き
、さ
ら
に
製
造
工
程
で

管
の
端
材
等
が
出
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま

す
。ま
た
、滑
材
管
は
塩
ビ
推
進
管
と
地
山
と
の

周
面
摩
擦
抵
抗
を
減
ら
す
滑
材
注
入
シ
ス
テ
ム

に
対
応
す
る
特
殊
な
塩
化
ビ
ニ
ル
推
進
管
で
す
。

ポンプ管 掘進機

塩ビ推進管

図4：ベル工法の構造図（呼び径300用）�

〒103-0023
東京都中央区日本橋本町4-1-5　篠崎ビル3F
TEL：03-6202-9297
FAX：03-6202-9295
http://www.vel-mcl.com

【正会員】�
青木あすなろ建設（株）
（株）アートコーポレーション
（株）新井組
（株）イーコン
稲見商店
（株）オオサキ
川崎重工業（株）
（株）クボタ工建
（株）ケーアイ
京葉テクノサービス（有）
（株）ジャパン特殊
杉江建設工業（株）
（有）大誠土木

【特別会員】�
クボタシーアイ（株）　東新重機販売（株）
堀江精機（有）

【賛助会員】�
（株）エム・シー・エル・コーポレーション

大善建設（株）
大徳建設（株）
太洋基礎工業（株）
東洋地工（株）
（株）ピーエス三菱
北栄工業（株）
北興建設（株）
真柄建設（株）
（株）松村組
馬淵建設（株）
みらい建設工業（株）
村本建設（株）
（株）森本組

注：アイウエオ順
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塩ビ管での長距離推進を可能にする“夢の技術” ベル工法 KC

ニ

ュ

ースKC

ニ

ュ

ース

第41回 管工機材・設備総合展東京
第14回 管工機材・設備総合展大阪　

に出展します。

になりました。

戸建て住宅やマンションなどの一般住宅用から病院、学校、工場などの大型

建築物用まで、さまざまな設備用品が一堂に会する管工機材展。今年も東京

と大阪で行われ、クボタシーアイも両展示会に出展いたします。長期優良住

宅に適応する「KC貫通パック」「KCユカマス」等の戸建て住宅向け新製品や、

品揃えがますます充実した高温排水システムなど多数展示します。

砕石基礎が使用でき、地震発生時の液状化対策として期待されるリブパイプは、

平成11年に日本下水道協会規格品（JSWAS K-13）になりました。その後、

リブパイプ専用として実績のある小型マンホールの規格化も切望されてきました。

そんな中、日本下水道協会のプラスチック製ます・マンホール小委員会で審議が

重ねられ、本年3月1日付でリブ用小型マンホールの日本下水道協会規格

JSWAS K-17が制定されました。今後、下水管路の耐震化に取り組む全国の自

治体で大いに役立つものと考えられます。

第41回 管工機材・設備総合展東京
開催日：平成21年7月29日（水）～31日（金）
場　所：東京ビッグサイト東4ホール
※開場時間等の詳細は、東京管工機材商業協同組合ホームページ

（www.tokanki.com）でご確認ください。

第14回 管工機材・設備総合展大阪
開催日：平成21年9月10日（木）～12日（土）
場　所：インテックス大阪
※開場時間等の詳細は、大阪管工機材商業協同組合ホームページ

（www.pst-osaka.or.jp）でご確認ください。
昨年の管工機材・設備総合展のもよう

リブパイプ用小型マンホールが
日本下水道協会規格（JSWAS K-17）

ストレート（傾斜地対応）

ストレート（フラット自在タイプ）

KC

ニ

ュ

ース

磁力線発生装置� 方向制御ターゲット�

位置表示ターゲット�

インナー支持装置� インナー滑材装置�

ベル工法協会設立�
ベル工法を展開するための団体として、
平成21年5月26日ベル工法協会が設立されました。



災害用トイレ配管システムの展示

　
震
災
対
策
技
術
展
／
自
然
災
害
対
策
技
術

展
は
地
震
な
ど
自
然
災
害
に
対
応
す
る
技
術

を
広
く
知
ら
し
め
る
た
め
、メ
ー
カ
ー
を
始

め
と
す
る
関
係
者
が
一
堂
に
集
ま
る
技
術
見

本
市
。ま
た
、展
示
の
み
な
ら
ず
講
演
会
や
セ

ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
、官
民
一
体
と
な
っ
た
防

災
に
対
す
る
情
報
交
換
が
行
わ
れ
る
場
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
初
め
て
、静
岡
県
で
本
技
術
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。ご
存
じ
の
通
り
静
岡
県

は
想
定
さ
れ
る
東
海
地
震
の
お
膝
元
で
、震

災
対
策
に
は
関
心
が
高
い
場
所
で
あ
り
ま
す
。

4
月
24
日
、25
日
の
両
日
に
行
わ
れ
た
展
示

会
で
は
、50
以
上
の
企
業
・
団
体
が
展
示
を
行

い
、の
べ
2
千
2
百
名
も
の
来
場
者
を
集
め

ま
し
た
。

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
展
示
は
、貯
水
機
能

付
防
災
ヘ
ッ
ダ
ー「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」、災
害

用
ト
イ
レ
配
管
シ
ス
テ
ム
、雨
水
貯
留
浸
透

槽「
R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア
ム
」、低
層
住
宅

用
排
水
合
流
継
手「
K
C
ユ
カ
マ
ス
」の
4
製

品
。特
に
来
場
者
の
関
心
が
高
か
っ
た
の
が
、

災
害
断
水
時
に
３６

R
の
飲
料
水
を
確
保
で
き

る『
貯
め
て
る
ゾ
ー
』。３６
R
と
い
う
量
は
、応

急
給
水
が
行
き
渡
る
ま
で
の
３
日
間
、４
人

家
族
の
飲
料
水
に
相
当
し
ま
す
。２
本
の
タ

ン
ク
が
コ
ン
パ
ク
ト
な
本
体
に
セ
ッ
ト
さ
れ

て
い
る
の
で
、戸
建
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
、集
合

住
宅
の
天
井
裏
な
ど
の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
に

取
り
付
け
が
可
能
。ま
た
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ

リ
ー
で
断
水
時
も
特
別
な
作
業
な
し
で
水
栓

を
開
く
だ
け
で
貯
水
を
取
り
出
せ
る
点
が
注

目
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
２０
年
１２
月
の
発
売
以
来
、各
地
で
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、そ
の
施
工
事
例
を

下
で
紹
介
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、本
展
示
会
で
初
め
て
紹
介
さ
れ

た
の
が
、災
害
用
ト
イ
レ
配
管
シ
ス
テ
ム
。こ

の
災
害
用
ト
イ
レ
は
、下
水
本
管
に
直
結
し

た
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
を
開
け
れ
ば
即
ト
イ
レ

と
し
て
使
用
可
能
な
ト
イ
レ
シ
ス
テ
ム
で
す
。

そ
の
配
管
部
分
は
、下
水
道
本
管
と
し
て
も

実
績
十
分
な
、耐
震
性
・
水
密
性
の
高
い
リ
ブ

パ
イ
プ
や
リ
ブ
付
き
小
型
マ
ン
ホ
ー
ル
で
構

成
。ま
た
パ
イ
プ
と
公
共
ま
す
の
接
続
に
は
、

リ
ブ
ゴ
ム
可
と
う
マ
ン
ホ
ー
ル
継
手
を
使
用

す
る
こ
と
で
、更
に
耐
震
性
・
水
密
性
を
高
め

て
い
ま
す
。こ
の
災
害
用
ト
イ
レ
配
管
シ
ス

テ
ム
は
東
京
都
内
で
多
く
採
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、こ
の
度
、千
葉
市
で
初
採
用
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
模
様
を
９
〜
１０
ペ
ー
ジ
の
施
工
現

場
レ
ポ
ー
ト
で
詳
述
し
ま
す
。

～クボタシーアイが提案する災害軽減対策～�

大地震が発生したときに備えて�

盛
況
に
終
わ
っ
た
「
震
災
対
策
技
術
展
／
自
然
災
害
対
策
技
術
展
」
静
岡

「貯めてるゾー」の施工事例
貯めてるゾーは、一般耐震住宅のデッド

スペース（高さ242mm）に設置でき

るよう設計されています。以下に集合

住宅と戸建て住宅の施工事例を示します。

「貯めてるゾー」体験ルーム紹介�

沼津管材株式会社�
静岡県沼津市花園町7-10  1055-922-5517 体験ルーム外観

体験ルーム内部

●某企業の独身寮に設置
防災の拠点として位置づけられた寮の
各部屋ごとに設置されました。

●戸建て住宅のリフォームでの設置
天井裏等にスペースが取れないため屋外ベランダ下に設置。
※紫外線対策が別途必要です。

本体の取付け

本体取付け完了状態　1

本体取付け完了状態　2
配管完了

多くの来場者で賑わうクボタシーアイブース　

会場になったツインメッセ静岡

地震大国日本では毎年、全国各地で

震度6規模の地震が発生しています。

また、近年東海地震や南海地震など

巨大地震への危機感が高まりつつ

あります。これら大地震が発生するた

びに私たちが目にするのが、給水車

に列をなす人々や避難所で避難生

活を余儀なくされた被災者の姿です。

各自治体では積極的に防災対策が

講じられ、それらの対策を支援する災

害対策技術の展示会も全国で開催

されています。クボタシーアイは、平

成19年10月に第2回「震災対策技術

展／自然災害対策技術展」宮城に

参加。また、本年4月には第1回「震

災対策技術展／自然災害対策技術

展」静岡に防災製品を展示しました。

ここでは、その展示会の模様と展示

された貯水機能付防災ヘッダー「貯

めてるゾー」と災害用トイレ配管シス

テムの施工事例などをご紹介します。

クボタシーアイ販売店の沼津管材（株）様が、東海
地震の発生が懸念されている静岡県での、『貯めて
るゾー』の普及促進のため、展示体験ルームをオー
プンしました。実際に設置した際の使用感をご体
験できますので是非、お立ち寄りください。
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（社）日本水道協会認証登録品

特　集 2特　集 2

注目を浴びる「貯めてるゾー」の展示
地元メディアからのTV取材もありました。

ホームページアドレス  http://www.numakan.co.jp



製品案内�

千
葉
県
内
初
の
「
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
」
が
設
置
�

地震に強い配管システムで�
「マンホールトイレ」を�

確実にサポート�

地震に強い配管システムで�
「マンホールトイレ」を�

確実にサポート�

　
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し

た
と
き
、水
や
食
料
と
と
も
に
問

題
に
な
る
の
が
ト
イ
レ
。阪
神
淡

路
大
震
災
や
新
潟
県
中
越
地
震

で
は
、被
災
地
の
仮
設
ト
イ
レ
で

排
泄
物
が
一
杯
に
な
り
衛
生
上

の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。ま
た
、

ト
イ
レ
を
我
慢
す
る
た
め
に
水

分
を
抑
え
た
こ
と
で
健
康
被
害

も
発
生
。こ
れ
ら
過
去
の
経
験
を

踏
ま
え
て
、各
自
治
体
で
は
多
数

の
被
災
者
や
救
助
者
が
集
ま
る
学
校
や
公

民
館
な
ど
の
避
難
地
に
仮
設
ト
イ
レ
の
確

保
を
進
め
て
い
る
。そ
し
て
現
在
、注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
、マ
ン
ホ
ー
ル
に
専
用
の

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
つ
け
た「
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
」。下
水
道
施
設
に
直
結
し
た
複
数

の
マ
ン
ホ
ー
ル
を
避
難
場
所
に
設
置
し
、

災
害
発
生
時
、す
ぐ
に
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を

開
け
て
ト
イ
レ
と
し
使
用
で
き
る
も
の
で

あ
る
。

　
そ
ん
な
防
災
用「
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
」

の
設
置
工
事
が
、昨
年
10
月
よ
り
千
葉
県

内
で
初
め
て
行
わ
れ
た
。施
工
現
場
は
千

葉
市
新
宿
小
学
校
の
体
育
館
の
裏
側
通
路
。

同
校
は
千
葉
市
地
域
防
災
計
画
で
避
難
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。工
事
を
計
画
し
た

千
葉
市
下
水
道
局
建
設
部
の
大
野
順
一
さ

ん
は
、「
国
交
省
の
下
水
道
地
震
対
策
緊
急

整
備
事
業
が
平
成
18
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ
、

千
葉
市
も
こ
の
事
業
に
含
ま
れ
る
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
を
申
請
し
、承
認
さ

れ
た
」と
今
回
の
工
事
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
配
管
は
、小
型

マ
ン
ホ
ー
ル
と
鋳
鉄
製
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の

5
基
の
セ
ッ
ト
が
排
水
管
で
結
ば
れ
、公

共
ま
す
に
接
続
さ
れ
る
と
い
う
構
成
で
あ

る
。災
害
時
、鋳
鉄
製
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
開

い
て
組
立
式
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
。

各
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
か
ら
の
し
尿
は
貯

水
槽
か
ら
の
水
で
公
共
ま
す
に
流
さ
れ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。こ
の
シ
ス
テ
ム

で
重
要
な
の
は
、こ
れ
ら
の
配
管
シ
ス
テ

ム
。地
震
発
生
時
に
配
管
シ
ス
テ
ム
が
破

損
す
る
と
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
が
使
用

で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。そ
こ
で
採
用
さ

れ
た
の
が
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
リ
ブ
付

き
小
型
マ
ン
ホ
ー
ル
と
リ
ブ
パ
イ
プ
。ゴ

ム
輪
接
合
の
た
め
水
密
性
が
高
く
、地
盤

液
状
化
に
効
果
が
期
待
さ
れ
る
砕
石
基
礎

が
使
用
で
き
る
な
ど
の
利
点
が
評
価
さ
れ

た
。同
建
設
部
の
檜
垣
徹
さ
ん
は
、リ
ブ
パ

イ
プ
は
下
水
道
協
会
の
規
格
品
で
、実
績

も
十
分
あ
り
、安
心
し
て
使
用
で
き
た
点

と
汎
用
品
の
た
め
、コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ

た
点
を
評
価
。

　
一
方
、設
計
を
担
当
し
た
日
本
水
工
設

計
株
式
会
社
の
仲
野
修
滋
さ
ん
は
、他
社

の
シ
ス
テ
ム
と
比
較
し
て
、非
常
時
の
水

の
流
し
易
さ
と
コ
ス
ト
面
を
指
摘
。「
ク
ボ

タ
シ
ー
ア
イ
の
φ
1
5
0
管
径
は
他
社
の

φ
4
5
0
に
比
べ
て
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト

で
、工
事
コ
ス
ト
も
低
く
抑
え
ら
れ
る
」と

は
同
社
の
舟
倉
健
司
さ
ん
。

　
工
事
で
は
、リ
ブ
付
き
小
型
マ
ン
ホ
ー

ル
や
リ
ブ
パ
イ
プ
が
60
cm
の
深
さ
に
布
設

さ
れ
、管
路
延
長
は
14
m
と
な
っ
た
。ま
た
、

今
回
貯
水
槽
が
整
備
さ
れ
、断
水
時
で
も

井
戸
水
を
流
し
ト
イ
レ
が
使
用
で
き
る
。

施
工
を
指
揮
し
た
株
式
会
社
大
泉
建
設
の

太
田
宏
章
さ
ん
は
、「
初
め
て
の
リ
ブ
パ
イ

プ
の
施
工
と
い
う
こ
と
で
、管
の
位
置
決

め
な
ど
注
意
を
払
っ
た
が
、想
像
し
た
よ

り
簡
単
。S
R
A
と
比
べ
て
偏
平
強
度
も

高
く
、埋
め
戻
し
も
安
心
し
て
行
え
た
」と

施
工
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
昨
年
末
に
は
完
成
し
た
施
設
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、同
校
小
学
生
や
地
元
町
内

会
の
関
係
者
に
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。千

葉
市
下
水
道
局
職
員
の
方
か
ら
ト
イ
レ
の

概
要
や
使
用
方
法
な
ど
が
説
明
さ
れ
、実

際
に
参
加
者
も
設
置
体
験
を
行
っ
た
。参

加
者
か
ら
は
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
に
高
い

評
価
が
寄
せ
ら
れ
、こ
れ
か
ら
他
所
で
行

わ
れ
る
同
様
の
工
事
の
弾
み
と
な
っ
た
。

体育館裏側に設置されたマンホールトイレ。

配管終了状況

千葉市下水道局建設部
下水道再整備課
大野順一さん

千葉市下水道局建設部
下水道再整備課
檜垣　徹さん

株式会社大泉建設
太田宏章さん

日本水工設計株式会社
第２技術部設計第２課
仲野修滋さん

日本水工設計株式会社
第２技術部設計第２課
舟倉健司さん
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設置説明会
新宿小学校5年生と地元町内会関係者約50
名を対象。 水の流れを確認する児童（左）
と設置の実演風景（右）

標準型の組立トイレの
完成状態（3基）

障害者対応型の
組立トイレの完成状態（2基）

リブゴム可とうマンホール継手の接続
ゴム拡径タイプで施工は簡単。変換継手なしで
リブパイプが接合できる。

リブ付き小型マンホールとリブパイプの接合
マンホールの受口とリブパイプのゴム輪に滑材
を塗り、接合するだけ。

災害用トイレ配管設置工事　

マンホールトイレ配管システム縦断図

公共ます

貯水槽
リブパイプ　150

リブゴム可とうマンホール継手（拡径型）

リブ付き小型マンホール

水源
・非常用井戸等より
ポンプで汲み出し

施工現場
レポート

千葉県千葉市�

鋳鉄製防護蓋 
洋式（T-14）

鋳鉄製防護蓋 
和式（T-6）

リブ付き小型マンホール
150-300 リブパイプ両受け直管

リブゴム可とうマンホール継手
 〈拡径型〉   150 

洋式トイレ椅子
（オプション）

水密性・可とう性を発揮水密性・可とう性を発揮

切管ロスの削減の削減切管ロスの削減
軽量、コンパクトでスピード施工軽量、コンパクトでスピード施工

北勢工業（株）製

下水直結型　災害用トイレ配管システム�
万一の災害発生時に開蓋すればマンホールが即トイレとして使用可能！地震に強い配管材でシステムを安心サポート。

システムの特徴�

●簡易テント設置でトイレに早変り。

●数時間毎に汚物を流下させるこ

とが可能であり、衛生的。

●和式タイプは、蓋を開けるとその

まま便器として使用可能。（北勢

工業（株）製）

●災害トイレ本管には、耐震性に優

れたリブパイプを使用。

●災害トイレ本管とマンホールとの

接続には、耐震性に優れたリブゴ

ム可とうマンホール継手を使用。

北勢工業（株）製
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基
礎
貫
通
箇
所
を
削
減
す
る
「
K
C
ユ
カ
マ
ス
」
&
�

更
新
可
能
に
す
る
「
K
C
貫
通
パ
ッ
ク
」
�

　
6
月
4
日
、テ
レ
ビ
各

局
は「
長
期
優
良
住
宅
の

普
及
の
促
進
に
関
す
る

法
律
案
」（
以
下
長
期
優
良

住
宅
法
）が
施
行
さ
れ
た

こ
と
を
伝
え
た
。こ
の
法

律
は
、一
世
代
で「
建
て
て

は
壊
す
」と
い
う
こ
れ
ま

で
の
住
宅
を
見
直
し
、「
良

い
物
を
作
っ
て
、き
ち
ん

と
手
入
れ
を
し
、長
く
大

切
に
使
う
社
会
を
目
指
す
」

と
し
た
福
田
内
閣
の
二

百
年
住
宅
構
想
を
具
体

化
し
た
も
の
で
あ
る
。こ

の
法
律
に
は
、耐
震
性
や

維
持
管
理
・
更
新
の
容
易
性
な
ど
8
項
目
の
認

定
基
準
が
設
け
ら
れ
、指
定
の
住
宅
性
能
表
示

機
関
に
評
価
を
受
け
て
性
能
を
ク
リ
ア
す
る
と

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
も
ス
ト
ッ
ク
型
社
会
の
構

築
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
住
宅
用
配
管
材
を
開
発
。

本
誌
1
6
4
号
で「
K
C
ユ
カ
マ
ス
」、1
6
5

号
で
は「
K
C
貫
通
パ
ッ
ク
」を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介

し
た
。K
C
ユ
カ
マ
ス
は
汚
水
・
雑
排
水
を
集
め
、

排
水
管
の
基
礎
貫
通
箇
所
を
減
ら
す
こ
と
で
基

礎
の
剛
性
を
維
持
し
、同
時
に
施
工
手
間
も
軽

減
さ
せ
る
。一
方
、K
C
貫
通
パ
ッ
ク
は
さ
や
管

構
造
で
基
礎
部
分
の
排
水
管
の
更
新
を
可
能
に

す
る
と
い
う
も
の
で
、と
も
に
長
期
優
良
住
宅

に
適
し
た
管
材
で
あ
る
。ち
な
み
に
、K
C
貫
通

パ
ッ
ク
は
維
持
管
理
・
更
新
の
容
易
性
の
性
能

表
示
等
級
3
に
対
応
で
き
る
。

　
今
回
、長
期
優
良
住
宅
仕
様
の
新
築
住
宅
に

こ
れ
ら
2
つ
の
製
品
が
使
用
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、東
京
の
武
蔵
野
市
に
向
か
っ
た
。吉
祥
寺

駅
か
ら
徒
歩
10
分
と
い
う
便
利
な
場
所
に
建
築

途
中
の
住
宅
は
、外
断
熱
住
宅
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、

イ
ザ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
が
進
め
る「
ネ
ス
タ
」。住
宅

性
能
評
価
の
構
造
の
安
定
や
維
持
管
理
・
更
新

へ
の
配
慮
な
ど
5
項
目
に
最
高
等
級
が
与
え
ら

れ
長
期
優
良
住
宅
に
適
合
す
る
。さ
ら
に
断
熱

性
能
で
冷
暖
房
費
を
削
減
し
た
り
、外
壁
に
レ

ン
ガ
を
使
用
す
る
こ
と
で
外
壁
を
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
フ
リ
ー
に
す
る
な
ど
維
持
管
理
費
を
削
減
す

る
最
新
住
宅
だ
。K
C
ユ
カ
マ
ス
と
K
C
貫
通

パ
ッ
ク
の
採
用
に
つ
い
て
、株
式
会
社
ジ
ェ
イ

ホ
ー
ム（
イ
ザ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
本
部
）の
谷
本
秀
記
さ
ん
は
、「
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
フ
リ
ー
の
住
宅
を
お
客
様
に
ご
提
供
す
る
の

が
創
業
期
か
ら
の
目
標
。建
物
本
体
に
つ
い
て

は
目
標
を
達
成
し
た
感
が
あ
っ
た
が
、設
備
配

管
な
ど
に
も
工
夫
が
必
要
と
感
じ
て
い
た
。そ

こ
で
注
目
し
た
の
が
K
C
貫
通
パ
ッ
ク
の
更
新

性
。ま
た
、K
C
ユ
カ
マ
ス
を
セ
ッ
ト
で
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、基
礎
貫
通
部
分
を
減
ら
し
、基

礎
強
度
を
確
保
で
き
る
。こ
の
こ
と
は
耐
震
性

向
上
に
も
つ
な
が
る
」と
語
る
。

　
基
礎
工
事
で
す
で
に
K
C
貫
通
パ
ッ
ク
の
施

工
が
終
了
し
、給
排
水
の
配
管
工
事
が
行
わ
れ

て
い
た
。こ
の
家
の
特
長
は
キ
ッ
チ
ン
や
バ
ス

な
ど
の
生
活
環
境
が
2
階
に
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
。2
階
の
バ
ス
、洗
面
、洗
濯
機
の
排
水
と

ト
イ
レ
の
汚
水
が
1
階
の
洗
面
の
排
水
や
ト
イ

レ
の
汚
水
と
K
C
ユ
カ
マ
ス
で
合
流
し
、そ
の

下
の
基
礎
部
分
に
設
置
さ
れ
た
K
C
貫
通
パ
ッ

ク
で
戸
外
に
排
水
さ
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
た
。

キ
ッ
チ
ン
の
排
水
だ
け
は
別
配
管
で
同
じ
く

K
C
貫
通
パ
ッ
ク
で
宅
地
ま
す
に
排
水
さ
れ
る
。

給
排
水
管
の
施
工
を
行
っ
た
有
限
会
社
渡
辺
工

業
の
相
模
尚
資
さ
ん
は
、K
C
ユ
カ
マ
ス
の
施

工
性
に
つ
い
て
、「
従
来
の
排
水
管
工
事
の
よ
う

に
各
水
廻
り
か
ら
宅
地
ま
す
へ
送
る
場
合
と
大

き
な
違
い
は
な
く
簡
単
。ま
た
、今
回
の
よ
う
に

狭
い
場
所
で
も
K
C
ユ
カ
マ
ス
が
コ
ン
パ
ク
ト

な
の
で
施
工
も
苦
労
は
無
か
っ
た
。」と
語
っ
た
。

　
資
産
価
値
の
高
い
不
動
産
を
増
加
さ
せ
る
だ

け
で
な
く
、景
気
刺
激
策
に
と
期
待
が
高
ま
る

長
期
優
良
住
宅
。「
K
C
ユ
カ
マ
ス
と
K
C
貫
通

パ
ッ
ク
は
、排
水
管
の
基
礎
貫
通
箇
所
を
減
ら

し
、更
新
可
能
に
す
る
と
い
う
、あ
る
べ
き
排
水

管
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
」と
は
、ジ
ェ
イ
ホ

ー
ム
の
谷
本
さ
ん
。同
社
長
期
優
良
住
宅
対
応

の
ネ
ス
タ
シ
リ
ー
ズ
で
、K
C
ユ
カ
マ
ス
と

K
C
貫
通
パ
ッ
ク
を
標
準
仕
様
と
し
て
設
定
し
、

そ
れ
ら
の
性
能
に
期
待
を
寄
せ
る
。

KCユカマスの施工状況  KCユカマスに汚水・雑排水を集水。
KCユカマスの下にはKC貫通パックが設置され、外構の宅ますに排水される。
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KCユカマス

KC貫通パック

KCユカマス

KCユカマス

KC貫通パック VU75専用のPack75も近日発売！

戸建て住宅排水管工事

施工現場
レポート

東京都武蔵野市�

  KC貫通パック
  Pack50
（VU50用）

KCユカマス　低層住宅用排水合流継手
KC貫通パック　低層住宅用基礎貫通継手

KCユカマス＆KC貫通パックで長く快適な暮らし

KCユカマスの特長
●外構の掘削量を削減。
●通気弁内蔵により安定した排水性能を実現し、
一世帯分の排水の合流が可能。

●宅地ますと排水継手を削減。
●貫通箇所が集中する水廻り等において、貫
通部離隔確保の悩みを解消。

KC貫通パックの特長
●内管ゴム輪接合のため、簡単に取り外しが
可能。

●内管の材質は、耐久性のある塩ビ製で、サヤ
管は固定リブでしっかり固定でき、勾配不具
合が発生しにくい。

●壁際でコンパクトな配管が可能。
●1種類で、いろいろな基礎に対応可能。

長期優良住宅
法

6月4日施行

流出径100

流入径75

流入径75 流入径75

KC貫通パック  
Pack100  

  （VU75、100用）

イザットハウスの「NESTAネスタ」
※同じシリーズの写真で実際の完成写真
ではありません。

1階部分の排水管全景
キッチン以外の汚水、雑排水が全てKCユカマスに流れる。

キッチンからの排水管
2階のキッチンからの排水
管が接続される予定。この
配管の基礎部分にはKC貫
通パック（Pack50）が施工
されている。

株式会社ジェイホーム
谷本秀記さん

有限会社渡辺工業
相模尚資さん

排水管レイアウト

KC貫通パックの施工状況 基礎工事のKC貫通パック（Pack50）施工。

※KC貫通パックは長期優良住宅法の維持管理・更新の容易性の性能表示等級3に対応可能

長期優良住宅のための�
スマートな排水システム�
長期優良住宅のための�
スマートな排水システム�

建築現場風景

1階 2階
トイレトイレトイレ

トイレトイレトイレ

洗面洗面洗面

KC貫通パック

KC貫通パック

KCユカマス

洗濯機
バスルームバスルームバスルーム

洗面

キッチン

公共ますへ

玄関

テラス

バルコニー

1階へ階へ1階へ

2階から階から2階から

2階から
1階へ



新製品案内 �新製品案内�

詳しくは弊社カタログ、技術資料をご覧ください。�

ど
ち
ら
で
も
使
用
可
能�

New Lineup

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
、施
工
性
が
良
く
、柔
軟

性
に
優
れ
、そ
し
て
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高
い
な
ど
、多
く

の
特
長
を
持
つ
耐
震
管
材
と
し
て
全
国
の
自
治
体
様
に
幅
広

く
ご
採
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。こ
の
度
、水
道
事
業
体
様
、

施
工
業
者
様
か
ら
強
い
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
呼
び
径
50
、

200
の
E
F
片
受
直
管
と
E
F
継
手
を
一
挙
に
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。

も
ち
ろ
ん
呼
び
径
75
〜
150
で
好
評
の
E
F
片
受
口
2
個
を
同

時
に
通
電
で
き
る
「
E
F
片
受
口
2
個
同
時
通
電
工
法
」
を
適

用
す
る
こ
と
で
接
合
作
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
も
可
能
で
す
。こ

れ
か
ら
も
豊
富
な
品
揃
え
と
作
業
効
率
ア
ッ
プ
で
、耐
震
管
路

の
構
築
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。�
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呼び径の50から200まで
EF継手をラインナップ
呼び径50、200
新発売！

■EF継手�

EFベンド

サイズ

  50×90°�
  50×45°�
  50×22°1/2�
  50×11°1/4�
200×90°�
200×45°�
200×22°1/2�
200×11°1/4

EFチーズ

サイズ

    50×  50�
  200×  75�
  200×100�
  200×150�
  200×200

EF Sベンド

サイズ

  50×300H�
  50×450H�
  50×600H�
200×300H�
200×450H�
200×600H

EFキャップ

サイズ

  50�
200

呼び径50、200の新製品

EFフランジ（水道・FCD）［RF形］

サイズ

  50�
200

フランジ付EFチーズ［RF形・GF形］

サイズ

  200×  75�
  200×100�
  200×  75�
  200×100

EFフランジ（水道・FCD）［GF形］

サイズ

  50�
200

※★印は受注生産品。水道呼び径50のFCDフランジ形状は、JIS10K形と同じです。

★�
★�

RF�
RF�
GF�
GF

★�

EF片受チーズ

サイズ

    50×  50�
  200×  75�
  200×100�
  200×150�
  200×200

■EF片受継手�

■EF受口付（片受）直管�

EF片受ベンド

サイズ

  50×90°�
  50×45°�
  50×22°1/2�
  50×11°1/4�
200×90°�
200×45°�
200×22°1/2�
200×11°1/4

EF片受Sベンド

サイズ

  50×300H�
  50×450H�
  50×600H�
200×300H�
200×450H�
200×600H

EF片受フランジ付チーズ［RF形・GF形］

サイズ

  200×  75�
  200×100�
  200×  75�
  200×100

EF片受レデューサ

サイズ

  200×  75�
  200×100�
  200×150

EF片受直管

サイズ
  50�
200

★�
★�
★�
★�

★�
★�
★�

★�
★�
★�
★�

★�
★�
★�
★�

RF�
RF�
GF�
GF

接合時間比較（呼び径50、200ベンド）

配 管 形 態 切削・清掃 固定・解除
通　電

1箇所目 2箇所目
冷 却呼び径 合　計

3分�
×�
4箇所�
＝�
12分�

2分30秒�
×�
2箇所�
＝�
5分�

1分12秒�
�

1分12秒�
�

5分� 24分24秒�

4分�
×�
4箇所�
＝�
16分�

4分�
×�
2箇所�
＝�
8分�

10分� 10分�
�

15分� 59分�

従
　
来

Ｅ
Ｆ
継
手�

3分
×
2箇所
＝
6分�

2分30秒

1分20秒�
�

5分

14分50秒�

片受口2個
同時通電

備考１.接合時間は当社計測による参考値です。　2.管及び継手の据付や接合工事の準備に関する時間は含んでおりません。�
　   ３.通電時間は標準通電時間です。４.冷却時間は連続通電したものとし、２箇所目の通電時間のみ計上しています。   

50

200

50

200

スピゴットベンド+EFソケット+2箇所�
［呼び径200］�

EFベンド片受口2個同時通電
［呼び径200］

4分
×
2箇所
＝
8分�

4分

8分10秒�
�

15分

35分10秒�

片受口2個
同時通電

片受口2個同時通電工法
呼び径75～150でご好評を得ている「片受口2個同時通電」は、片受口同時通電ケーブ
ルをコントローラの出力ケーブルに接続し、片受口2個を同時に通電する方式です。通電
時間は片受口2個同時通電により、片受口を別々に通電する場合に比べ半分になります。�

片受口�

もちろん、片受口1個の単独通電も可能です。�

EFベンドの
片受口2個同時通電

EFベンドの
片受口1個単独通電

片受口2個同時通電ケーブル�

約40％の
作業効率アップ！ 

約40％の
作業効率アップ！ 

EFソケット�

EFベント�



新製品案内新製品案内

野鳥園

ク
ボ

タシ
ーアイ野鳥

園

クボタシーアイ
野生の森野鳥園

New Lineup

好
き
な
写
真
や
絵
柄
を
高
画
質
の
フ
ル
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
す
る
こ
と

で
、こ
れ
ま
で
隠
し
て
い
た
塩
ビ
ふ
た
を
「
魅
せ
る
塩
ビ
ふ
た
」
に
変

え
る
プ
リ
ふ
た
。公
共
ま
す
の
塩
ビ
ふ
た
に
町
の
シ
ン
ボ
ル
を
プ
リ
ン

ト
し
た
り
、商
業
施
設
の
塩
ビ
ふ
た
に
商
品
の
写
真
を
プ
リ
ン
ト
す
る

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
し
ま
す
。2
0
0
7
年

の
下
水
道
展
で
の
発
表
以
来
、画
質
や
耐
摩
耗
性
を
改
良
し
、ま
た

写
真
デ
ー
タ
と
は
別
に
文
字
も
印
字
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�
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塩ビふたにカラープリントし、�
魅せる塩ビふたへ！�

塩ビふたにカラープリントし、�
魅せる塩ビふたへ！�

高画質プリント
平均1200dpi相当の高解像度でプリントします。

さまざまな用途に対応
一般住宅、商業施設、公共施設
などさまざまな設置場所に応
じたデザインが可能です。

優れた色彩耐用性と耐摩耗性
紫外線対策コーティングで
鮮やかな色彩を長期間守り、
耐摩耗性コーティングでプ
リントを保護します。

デジタルデータのご用意プリント

デジカメ写真やスキャンデータなどデジタル�
データをご用意ください。�
�

+

完成

+
KC水族館

写
真

文
字

KC水族館

文字の入力が可能です。�
入力位置やフォントの種類や文字色�
など選択することができます。�
詳しくは、製作条件をご覧ください。�

使用できる画像データは�
AI、JPEG、PSD、TIFF、EPS等です。�

製作方法�

使用例�

○○市

○○○○市

花

丸
山動物園

海亀水族館 KCホーム

赤坂展示場

KCハウス

玉砂利や芝生をプリ
ントして塩ビふたをカ
モフラージュ

公共ます用ふたに自治
体のランドマークや特
産品などをプリント

アミューズメント施設
内の写真をプリント

住宅会社の広告をプ
リント

各
自
治
体
に
数
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
公
共
ま

す
の
塩
ビ
ふ
た
に
、街
を
代
表
す
る
建
物
や
特
産

品
な
ど
を
プ
リ
ン
ト
し
、街
の
特
徴
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、一
般
住
宅
な
ど

で
芝
生
や
砂
利
な
ど
の
中
に
設
置
さ
れ
た
塩
ビ
ふ

た
に
芝
生
や
砂
利
な
ど
の
プ
リ
ン
ト
を
施
す
こ
と
で
カ
モ

フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
他
、住
宅
展
示

場
や
商
業
施
設
な
ど
幅
広
い
用
途
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

製作条件�

施工事例�

製
作
で
き
る
塩
ビ
ふ
た
や
サ
イ
ズ
な
ど
に
は

決
め
ら
れ
た
条
件
が
あ
り
ま
す
。そ
の
他
、文

字
入
れ
の
条
件
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

プ
リ
ふ
た
は
、す
で
に
農
地
や
住
宅
地
な
ど
で

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
数
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
塩
ビ
ふ
た
の
種
類

AI
ラ
イ
ト（
5
8
8
1
）　
ワ
ン
タ
ッ
チ
式
・
ド
ラ
イ
バ
ー
使
用

BI
ラ
イ
ト（
5
8
8
3
）
タ
ー
ン
ア
ッ
プ
式
・
開
閉
キ
ー
使
用

・
サ
イ
ズ（
梱
包
数
）お
よ
び
ご
注
文
単
位

1
5
0（

12
個
/
箱
）　
2
0
0（
8
個
/
箱
）

※
ご
注
文
は
箱
単
位
以
上
で
す
。

・
デ
ザ
イ
ン
位
置

・
下
地
デ
ザ
イ
ン

・
文
字
入
れ

全面

無地

中央部分

色指定※1 お客様画像データ※2

文字A 文字B 文字C

※1 色はYMCBL値/日塗工色番/DICナンバーでご指定ください。
※2 画像データは、著作権等の第三者の権利を侵害しないものに限ります。また、特
定仕様　デザイン確定後、「図案の権利確認書」にお客さま確認印をいただきます。

※全てのタイプで文字色の指定が可能です。（YMCBL値等）
※全てのタイプでフォントの指定が可能です。

アミューズメント施設 観光地・街路・歩道 住宅展示場 庭・庭園

草柄をプリントし棚田に同化花をプリント

住宅メーカーのロゴをプリント

花をプリントし裏庭を美化

プリふたは歩道用です



鴨の越�
太郎が子供にいじめられた亀を助けた
海岸で、潮がひくと潮干狩りの名所であ
る丸山島と陸続きになる。鳥居は浦島神社。

紫雲出山からの眺望�
視界が悪くても粟島や志々島など近隣の島々が見られた。

浦島太郎親子の墓�
この場所は太郎が玉手箱を
開けたとされる。墓の前には
立派な墓碑が建てられている。

糸の越�
太郎が釣り糸を持ってこの場所を
越えて釣りに行ったとされる。亀
に乗った太郎の像が置かれている。

三崎灯台�
昭和34年、荘内半島の先端
に作られた。

社長中橋　康一さん
寛保元年(1741年)
創業の中橋造酢店の
11代目。

製麺上、非常に重要な足踏み。
3分ｘ3回の作業は結構きつ

ガラス越しでも、手打ちの技法が機械
の製法に応用されていることが分かる。

モンドセレクション3年
連続最高金賞を受賞した大庄
屋さんが誇る「幽玄プレミアム」。
10食入りギフト 5,250円

なまこ壁が美しい蔵造りの建物。
母屋を兼ね備えた店舗。

に
っ
ぽ
ん
探
訪   

香
川
県�

潮
風
に
誘
わ
れ
て
春
爛
漫
の
荘
内
半
島
を
行
く�

香
川
県
の
西
部
、瀬
戸
内
海
に
突
き
出
た
細
長
い
半
島
が
荘
内
半
島
。半
島
の
各
所
に
数
多
く
の
花
が
植
え
ら
れ
、

４
月
上
旬
の
桜
か
ら
秋
の
コ
ス
モ
ス
ま
で
四
季
折
々
の
花
々
が
楽
し
め
る
。ま
た
、荘
内
半
島
は
全
国
各
地
に
数

あ
る「
浦
島
太
郎
伝
説
の
里
」と
し
て
も
知
ら
れ
る
。瀬
戸
内
の
潮
風
香
る
西
讃
岐
を
訪
れ
た
。�

フラワーパーク浦島�
白やピンク色のマーガレットが最盛期。バックに粟島が見える。
香川県三豊市詫間町積（JR詫間駅からバス）

　半島西側の県道21号線を北上していくと、小型ヨットが係留されたモ

ダンな仁尾マリーナに到着する。マリーナのある海側は埋め立てられた

土地で、その反対側に仁尾の古い町並み続く。

　かつては城が建てられ、港町として栄えた仁尾町で、今も昔の面影を

残しているのが、創業270年を誇る県内最古の酢の醸造所、中橋造酢。そ

んな伝統あるお店でお話しを聞こうと、なまこ壁がよく似合う店舗にお

邪魔した。応対していただいたのは若かくて、気さくな11代目店主、中橋

康一さん。

　とにかく実際の製造現場を見るのが一番ということで、近くの醸造蔵

に案内していただいた。蔵の外壁は黒に焼かれた杉板で囲まれ、建物の

上には煉瓦の煙突がそびえる、歴史的建造物。お酢作りには欠かせない

酒造工程で使用される桶や絞り機などは、風格と歴史を感じる。「他の工

場では、すでに骨董品として展示されているような機械ですが、うちで

はりっぱな現役です。」と笑う中橋さん。

　そして、最も重要な工程の一つ発酵・熟成が行われる杉樽の部屋を見

せていただいた。常に36～37℃に保たれるという杉樽にはお酒、醸造用

アルコール、種酢、お湯が入れられ2、3ヶ月の時を待つ。杉樽にこだわる

理由について、「お酢もお酒と同じように温度管理が重要で、木材には適

度な厚みがあり、温度変化の緩衝剤の役割を果たします」と語る。それほ

ど貴重な樽だけに、百年以上使用してもなお補修しながら使用を続ける。

　穀物酢と米酢との違いもなかなか認識されない市場で、米酢の良さを

理解してもらうのは簡単なことではないと語る中橋さん。それでも、大

量に製造されるお酢とは一味も二味も違う伝統の「仁尾酢」を作り続け

ようとする気持ちに迷いはない。

　県内に900店舗以上のうどん屋がひしめく香川県。中でも琴平は弘法

大師空海が唐より製麺技法を持ち帰ったされる。そんなうどんの本場で

うどんの作り方を教えてくれる学校があるというので、讃岐うどんの大

庄屋を訪れた。

　指導していただくのは、同社工場長でもある高橋英治さん。まず、手を

アルコールで十分消毒し、用意された300ｇの小麦粉に塩水150ｇを回し

かけた。今回使用した小麦粉はオーストラリア産に讃岐産をブレンドし

たもの。「小麦粉をこねたり一切余計なことはしないように」と注意を受

けてから、玉にならないよう利き手の指を立て3分間ひたすらかき混ぜた。

　次に小麦粉を丸めて玉に整形し、用意されたビニール袋に入れて足踏

みを開始。円形状に踏みつけては、今度は畳んで層を形成して踏み、また

方向を変えて踏み、計3回行った。麺にこしをつけるため非常に重要な工

程であるというのは高橋さん。その昔、女性の人は体重が軽かったので

赤ちゃんを抱きながらうどん生地を踏んだそうだ。

　生地の塊が出来上がれば約10分間休ませる。生地を均一にするためい

ったん生地を熟成させなければならない。そしてようやく、麺棒を使っ

た延ばしに入った。90度づつ方向を変えては少しづつ延ばしていく。生

地は弾力性があり伸ばしても縮むため目標の約1cmの厚さにするため

には相当苦労する。最後に3ｍｍの厚さに延ばした生地を屏風にたたみ、

割り箸の先の太さを目標に包丁を入れてようやく完成した。

　手打ちうどんの体験が終了してから、高橋さんに工場を見せていただ

いた。うどん自体は完成された食品であるから適当な商品でよければ市

販の機械でも作れる。しかし、伝統の技法を活かして製麺をするのであ

れば、オリジナルの機械が必要であると高橋さんは語る。実際に、工場内

には特別に開発された機械が配置され、理想の製麺が行われていた。

　
浦
島
太
郎
伝
説
の
荘
内
半
島
は
観
音
寺
か
ら
車
で
ス

タ
ー
ト
し
た
。半
島
の
先
へ
と
続
く
県
道
は
、海
が
よ
く

見
渡
せ
る
観
光
道
路
と
し
て
整
備
が
さ
れ
て
い
る
。浦

島
太
郎
に
ち
な
ん
だ
場
所
を
見
つ
け
よ
う
と
注
意
を
し

な
が
ら
進
む
と
、最
初
に「
鴨
の
越
」と
呼
ば
れ
る
案
内
板

を
見
つ
け
た
。そ
こ
に
は
太
郎
が
子
供
に
い
じ
め
ら
れ

て
い
た
亀
を
助
け
て
や
っ
た
所
と
説
明
が
あ
り
、眼
下

に
は
素
朴
な
浜
辺
と
浦
島
神
社
と
い
わ
れ
る
小
さ
な
鳥

居
が
張
り
つ
い
た
丸
山
島
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
次
に
向
か
っ
た
の
が
、こ
の
半
島
で
一
番
高
い
場
所

で
あ
る
紫
雲
出
山（
3
5
2
m
）。こ
の
紫
雲
出
山
も
浦
島

太
郎
伝
説
ゆ
か
り
の
場
所
で
、名
前
も
太
郎
が
玉
手
箱

を
開
け
た
と
き
に
立
ち
上
っ
た
煙
が
紫
の
雲
に
な
っ
て

山
に
か
か
っ
た
と
い
う
の
が
由
来
と
さ
れ
る
。山
上
の

駐
車
場
に
車
を
止
め
、展
望
台
に
は
徒
歩
10
分
ほ
ど
で

到
着
し
た
。視
界
の
良
い
と
き
に
は
東
に
瀬
戸
大
橋
、西

に
は
燧
灘
、北
は
広
島
県
福
山
市
な
ど
が
望
め
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、あ
い
に
く
ガ
ス
で
遠
方
が
見
え
な
い
。そ

れ
で
も
半
島
の
先
端
や
粟
島
や
志
々
島
な
ど
近
隣
の
島
々

は
く
っ
き
り
見
る
こ
と
が
で
き
た
。山
頂
一
帯
に
は
緩

や
か
な
傾
斜
で
一
面
の
芝
生
に
桜
の
木
が
植
え
ら
れ
、

ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
は
絶
好
の
場
所
で
あ
る
。

　
半
島
の
先
端
近
く
に
は
、太
郎
が
生
ま
れ
た
と
い
う

「
生
里
」や
太
郎
の
母
が
生
ま
れ
、太
郎
が
お
じ
い
さ
ん
に

な
っ
て
過
ご
し
た
と
い
う「
仁
老
浜
」、太
郎
が
釣
り
糸
を

持
っ
て
釣
り
に
き
た
と
い
う「
糸
の
越
」な
ど
物
語
に
ち

な
ん
だ
場
所
が
点
在
す
る
。し
か
し
、各
ポ
イ
ン
ト
に
は

簡
単
な
案
内
板
が
あ
る
の
み
で
、伝
説
を
裏
付
け
る
も

の
は
な
い
。そ
れ
が
か
え
っ
て
物
語
の
雰
囲
気
が
損
な

わ
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
と
思
え
る
。

　
浦
島
太
郎
伝
説
と
と
も
荘
内
半
島
の
見
所
と
し
て
上

げ
ら
れ
る
の
が
、花
卉
の
栽
培
。明
治
の
末
期
か
ら
除
虫

菊
の
栽
培
が
始
ま
り
、初
夏
に
は
白
い
花
で
半
島
は
埋

め
尽
く
さ
れ
た
。除
虫
菊
の
栽
培
は
昭
和
40
年
代
の
末

を
境
に
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
や
小
菊
な
ど
の
栽
培
に
切
り
替

え
ら
れ
た
が
、栽
培
農
家
の
高
齢
化
で
花
作
り
が
減
少

し
た
こ
と
や
ハ
ウ
ス
栽
培
の
増
加
で
、花
を
目
に
す
る

こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。地
元
の
三
豊
市
で
は
、花
咲
く

半
島
の
イ
メ
ー
ジ
を
復
活
さ
せ
る
た
め
、四
季
の
花
を

楽
し
め
る「
荘
内
半
島
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
」を
整
備
し
て

き
た
。

　
そ
の
一
つ
が
古
三
崎
の
道
路
脇
に
植
え
ら
れ
た
キ
ン

セ
ン
カ
。平
成
18
年
に
7
千
本
の
苗
が
植
え
ら
れ
、花
が

ち
ょ
う
ど
見
頃
を
迎
え
て
い
た
。海
の
ブ
ル
ー
と
キ
ン

セ
ン
カ
の
橙
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
。

　
半
島
一
番
の
花
の
見
所
は
、フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
浦
島
。

休
耕
地
の
段
々
畑
を
利
用
し
て
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
、キ
ン

セ
ン
カ
、ポ
ピ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
花
が
植
え
ら
れ
て

い
る
。花
は
区
画
ご
と
に
分
か
れ
て
お
り
、地
元
小
学
校

が
苗
植
え
を
行
っ
た
こ
と
を
示
す
立
て
看
板
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。ま
た
、園
内
で
は
シ
ル
バ
ー
の
方
々
が
花
々

の
手
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、地
元
の
人
た
ち
が
作
り
育

て
た
花
畑
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

　
こ
の
他
、仁
老
浜
の
菜
の
花（
3
月
）、八
昭
園
の
梅（
3

月
）、ガ
ザ
ニ
ア（
5
〜
9
月
）、フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
浦
島
の

コ
ス
モ
ス（
10
月
）な
ど
荘
内
半
島
各
地
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
荘
内
半
島
に
は
半
島
中
央
の
大
浜
か
ら
紫
雲
出
山
を

登
り
、さ
ら
に
半
島
の
先
端
ま
で
行
く
約
12
km
の
自
然

歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。「
四
国
の
み
ち
」と
呼
ば
れ
る

こ
の
道
は
、四
国
各
地
の
霊
場
や
身
近
な
自
然
や
歴
史

に
親
し
み
な
が
ら
歩
い
て
四
国
を
一
周
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
車
を
降
り
て
こ
の
自
然
歩
道
を
歩
き
、半
島

先
端
の
三
崎
灯
台
に
行
く
こ
と
に
し
た
。仁
老
浜
の
入

口
か
ら
三
崎
灯
台
ま
で
は
1.9
km
の
道
の
り
。も
ち
ろ
ん
、

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
あ
る
も
の
の
歩
き
や
す
い
道
で
あ
る
。

途
中
、長
い
石
段
の
上
に
あ
る
三
崎
神
社
や
関
の
浦
と

呼
ば
れ
る
砂
浜
で
寄
り
道
を
し
な
が
ら
、１
時
間
弱
で

三
崎
灯
台
に
到
着
し
た
。こ
こ
で
も
絶
景
と
は
い
か
な

か
っ
た
が
、半
島
の
先
端
ま
で
来
れ
た
喜
び
を
噛
み
し

め
た
。

　
荘
内
半
島
は
ド
ラ
イ
ブ
で
回
る
の
も
良
し
、サ
イ
ク

リ
ン
グ
で
回
る
の
も
良
し
、そ
し
て
歩
い
て
見
て
回
る

の
も
良
い
適
度
な
大
き
さ
。三
豊
市
は
ど
こ
ま
で
行
っ

て
も
1
0
0
円
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を
運
行
し
て

い
る
の
で
、晴
れ
た
日
に
バ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
の
ハ

イ
キ
ン
グ
が
お
勧
め
で
あ
る
。

し

う

で

や

ま

ひ
う
ち
な
だ

な
ま
り

古三崎のキンセンカ�

創業二百七十年の伝統を製法を守る� 本場さぬきの手打ちうどんを体験�

中橋造酢株式会社�
〒769-1407香川県三豊市仁尾町仁尾丁944 TEL0875-82-2802
http://ww8.tiki.ne.jp/~k-naka/nio-su.htm

大庄屋株式会社�
〒766-0001香川県仲多度郡琴平町1223-9 TEL：0877-75-5980
http://www.osyoya.com

仁尾酢
吟醸印（酸度4.5％）右と
かね太印（酸度4.2％）左

一樽3000リットルの杉樽は百年以上のも
の。お酢の味には欠かせない樽。また、空
になれば１人で転がせるほど扱いやすい。

講師の高橋英治さん 麺棒での延ばし。均一の厚さ
にしないと茹でムラができる。
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香川県�

粟島粟島�粟島�

フラワーパーク浦島浦島�フラワーパーク浦島�

紫雲出山紫雲出山�紫雲出山�

古三崎古三崎�古三崎�

中橋造酢中橋造酢�中橋造酢�

中橋造酢�

三崎灯台三崎灯台�三崎灯台�

四国のみち�四国のみち�

マーガレット�

キンセンカ�

荘内半島荘内半島�荘内半島�

仁老浜仁老浜�仁老浜�

鴨の越�鴨の越�

糸の越�糸の越�

生里生里�生里�

に�っ�ぽ�ん�
探�訪�

にっぽん探訪�にっぽん探訪�
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特   長�

新製品のご案内�

パルちゃんの�
レッツトライクッキング！�
パルちゃんの�

レッツトライクッキング！�
ミズエおばあちゃんの�

知恵袋�
ミズエおばあちゃんの�

知恵袋�

・錆や腐食の問題がありません。�
・軽量のため、運搬や施工が楽にできます。�
�

特   長�

スマート掃除口継手�
　　　　（内面フラット形）�

�
①省スペース�
　従来品の組合せに比べ分岐部を�
　約38mm短縮�
�
�
�
�
�

②内面フラット構造により�
　汚水溜まりが発生しません。�

この夏�
販売開始�
予定�

略号：SF-COS

硬質ポリ塩化ビニル管�

・階高に合った長さを2種類から�
　選択でき、切り管時のロスが低減。�
�

φ75×75

約38mm�
短い�

▼従来品組合せ�

▲スマート掃除口継手�

③潤滑ゴム輪だから�
　ふたの開閉も滑らか�

VP100、75＜短尺管＞�
長さ：2650、2800mm

特   長�
鉄筋コンクリート管・陶管用閉塞支管K型�

φ100×75

略号：HS-K

呼び径：本管（250～1500以上）×150�
          本管（250～1500以上）×200

下水道本管（鉄筋コンクリート管・陶管）で不要になった支管
を塞ぎます。支管取付け部のみの掘削で施工ができます。�

本管

閉塞支管K型

(鉄筋コンクリート管・・陶管)建築設備用�

建築設備用� 下 水 道 用 �

日本工業規格　
JIS K 6741



クボタシーアイは、個人情報保護に関する法令やガイドライン等を遵守すべく、個人情報保護方針を定めています。これに則りPALにお寄せいただいた全てのお便り

（電子メール含む）に記載された個人情報は、本誌送付先管理や各種照会に対する回答、クイズ当選景品の発送、一部誌面掲載（お便りコーナー等）等の利用目的に

限定し、その範囲を超えてお客様の個人情報を取り扱うことは致しません。また個人データの安全管理が図られるよう、当社従業員、委託先等に対する必要かつ適

切な監督を行うとともに、印刷や送付等で個人データを第三者との間で共同利用する場合は、当該第三者との間で契約や取り決めを交わす等、法令上必要な措置

を講じます。

編
集
後
記�

返信用のはがきには、お送りしました封筒の宛名に記載されている整理No.をお書きください。お願い�

個人情報保護について�

おハガキどんどんお待ちしております！�

お便りコーナー�お便りコーナー�

第165号の正解�
答：A,B,E,F,I
多数のご応募ありがとうございました。
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしま
した。

※1つの区切りに2つ以上の違いはなく、印刷の汚れ
も数えません。

プレゼント�

右の2枚の写真、よ～く見れば少し違う。
上段と下段の写真を見くらべて、5つの
違いを発見してください。解答は、添付の
解答用ハガキのマス目にアルファベット
を記入してお送りください。

違いは�
どこにある？�

まちがい探し�
クイズ�

読者プレゼント付き�
クイズ�

読者プレゼント付き�
クイズ�

にっぽん探訪で荘内半島

に行く前、「お便りコーナー」

で大西さまにご紹介いた

観音寺市の銭形砂絵を見

てきました。琴弾公園の展

望台から見た眺めは想像

以上。広 と々した瀬戸内海

をバックに砂絵の白が鮮やかに浮かび上がっていました。

朝方だったので寛永通宝という文字は見にくいですが、夕

方からライトアップされるそうなのでそちらの方がもっときれ

いかもしれません。

ワイヤレスタイプだから離れている所でも楽ラク操作。

抽選で�
80名様に�

Windows�
Vista/XP/Me/2000/98対応�

※当選個数は1個です。�

イラスト
ありがとう�

イラスト
ありがとう�

イラスト�
ありがとう�

青森県・株式会社成田設備�
成田慎一郎さまの作品�

富山県・富山県土木部営繕課�
青島悦子さまの作品�

静岡県・有限会社向井管工�
向井多喜子さまの作品�

福島県・福島県県南部農林事務所農村整備部�
白岩奈津美さまの作品�

�

滋賀県・尾上電気商会�
尾上昌夫さまの作品�

�

福岡県・大石ゴム株式会社�
井口恵一さまの作品�

�

茨
城
県
・
産
業
部
耕
地
課�

上
野
孝
志
さ
ま�

「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
レ
ポ
ー

ト
に
感
動
」�

Ｐ
Ａ
Ｌ
165
号
の
特
集
、
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
レ
ポ
ー
ト
を
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
水
道
管
路
の
耐
震
化
に
つ
い
て

大
変
参
考
に
な
り
、
早
期
の
復
興
に
関

係
し
た
自
治
体
、
貴
社
の
部
材
提
供
、
そ

し
て
社
員
の
人
た
ち
が
技
術
支
援
を
行
っ

た
こ
と
な
ど
が
地
域
住
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
あ
る
水
道
確
保
に
繋
が
り
ま
し
た
。

一
種
の
感
動
を
覚
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

■
最
大
級
の
賛
辞
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
被
災
さ
れ
た
自
治

体
様
も
初
め
て
の
経
験
な
が
ら
、
限
ら
れ

た
時
間
で
最
大
限
の
対
策
が
取
ら
れ
ま
し

た
。
弊
社
も
万
が
一
の
震
災
に
備
え
た
新

製
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

大
阪
府
・
株
式
会
社
岡
部
工
業
所�

岡
部
美
由
起
さ
ま�

「
家
族
の
水
仕
事
に
大
忙
し
」�

我
が
家
は
5
人
家
族
。
水
道
屋
の
パ
パ
は

配
管
工
事
で
泥
だ
ら
け
。
中
二
の
長
男
は

野
球
部
で
早
朝
練
習
や
夕
方
遅
く
ま
で

の
練
習
で
毎
日
泥
だ
ら
け
。
小
六
の
長
女

も
町
会
の
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
に
水
泳
や
体
操

の
習
い
事
で
洗
い
物
だ
ら
け
。
小
一
の
次

男
は
ま
だ
ま
だ
汚
し
放
題
！
毎
日
7
キ

ロ
の
洗
濯
機
が
4
回
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

当
然
水
道
代
は
2
ヶ
月
で
1
万
円
は
軽

く
超
え
ま
す
。
お
風
呂
の
水
を
使
っ
た
り
、

節
約
に
ガ
ン
バ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
夏

場
は
麦
茶
を
毎
日
6
リ
ッ
ト
ル
も
作
っ
て

大
変
。
助
け
て
〜
。

■
お
つ
か
れ
様
で
す
。
子
供
達
の
体
力
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
活
発
な
お
子
様
方

の
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。こ
れ

か
ら
暑
さ
も
本
番
、
水
を
使
う
機
会
が
増

え
て
き
ま
す
。
お
子
様
方
の
元
気
に
負
け

ず
ガ
ン
バ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
海
道
・
小
樽
市
水
道
局
天
神
浄
水
場�

浜
田
隆
治
さ
ま�

「
魅
力
あ
る
歴
史
上
の
人
物
」�

　私
は
ま
じ
め
な
人
、
律
儀
な
人
が
好
き

で
、
歴
史
上
の
人
物
で
は
山
中
鹿
之
助

が
ひ
い
き
で
あ
る
。
鹿
之
助
が
明
智
光
秀

に
身
を
寄
せ
て
い
た
と
き
、
そ
の
家
臣
と

親
し
く
な
り
、
あ
る
日
そ
の
家
に
呼
ば
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
が
、
同
じ
日
に
光
秀

か
ら
風
呂
の
招
待
が
あ
っ
た
。（
当
時
風

呂
は
最
高
の
贅
沢
）普
通
な
ら
家
臣
と

の
約
束
を
取
り
消
し
て
も
よ
い
の
だ
が
、

そ
う
し
な
か
っ
た
。

光
秀
も
ま
た
怒

り
も
せ
ず
こ
の

家
臣
の
家
に
材

料
を
届
け
さ
せ

た
そ
う
だ
。こ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
は

と
て
も
気
に
入
っ

て
い
て
、
現
代
で

も
、
特
に
今
の

政
治
の
世
界
で

鹿
之
助
や
光
秀

に
限
ら
ず
、
魅

力
の
あ
る
歴
史

上
の
人
物
が
出

て
こ
な
い
か
と

感
じ
て
い
る
。

■
戦
国
時
代
、
主
君
で
あ
る
尼
子
家
が

滅
亡
し
た
後
、
尼
子
家
復
興
の
た
め
尽

力
し
た
鹿
之
助
。
最
後
は
毛
利
軍
に
殺

さ
れ
る
も
の
の
、
鹿
之
助
の
主
君
へ
の
忠

誠
心
に
関
し
て
は
沢
山
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
る
そ
う
で
す
。こ
ん
な
世
知
が
な
い
世

の
中
で
す
か
ら
、
彼
の
よ
う
な
律
儀
な

人
物
が
注
目
さ
れ
る
の
も
分
か
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

��

徳
島
県
・
ナ
バ
工
具
店�

奈
波
一
夫
さ
ま�

「
ク
イ
ズ
が
解
け
て
す
っ
き
り
」�

“
ク
イ
ズ
に
答
え
て
”
毎
号
楽
し
く
ガ

ン
バ
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
、
い
つ
も
一
箇

所
が
解
ら
ず
残
念
賞
で
す
。
今
回
は
若
い

力
を
借
り
ま
し
て
バ
ッ
チ
リ
決
め
ま
し
た
。

気
は
若
く
て
も
年
に
は
勝
て
ず
、
に
が
笑

い
の
連
発
で
す
。
笑
顔
で
よ
い
年
が
迎
え

ら
れ
る
ま
す
よ
う
！

■「
難
し
す
ぎ
ず
、
簡
単
す
ぎ
ず
」を
モ
ッ

ト
ー
に
問
題
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
と

く
に
1
箇
所
は
、
す
ぐ
に
分

か
ら
な
い
よ
う
に
作
っ
て
い
ま

す
の
で
、
頑
張
っ
て
見
比
べ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

お
忙
し
い
業
務
の
合
間
の
息

抜
き
に
お
昼
休
み
の
ひ
と
と

き
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

大
阪
府
・
東
邦
電
機
株
式
会
社�

杉
浦
泰
夫
さ
ま�

「
水
害
に
強
い
街
づ
く

り
が
で
き
る
か
」�

大
阪
で
は
水
害
を
聞
か
な
く
な
っ

て
久
し
い
の
で
す
が
、
昨
夏
の

集
中
豪
雨
で
愛
知
県
岡
崎
市

の
親
戚
が
矢
作
川
の
近
く
で

あ
わ
や
水
害
に
あ
い
か
け
た
と
聞
き
、
昔

は
河
川
の
氾
濫
で
水
害
の
多
か
っ
た
大
阪

も
水
害
に
強
い
街
づ
く
り
が
で
き
る
か
心

配
で
す
。

■
昨
年
の
岡
崎
市
の
集
中
豪
雨
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
大
阪
府
で
も
50

ミ
リ
以
上
の
集
中
豪
雨
が
昭
和
40
年
か

ら
63
年
ま
で
に
19
回
だ
っ
た
の
が
、
平
成

に
入
っ
て
平
成
18
年
ま
で
に
43
回
と
激
増

し
て
い
ま
す
。
大
阪
に
限
ら
ず
雨
水
貯
留

浸
透
施
設
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
か
ら
避
難

情
報
伝
達
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
ま
で
あ
ら
ゆ

る
対
策
が
必
要
で
す
。

香
川
県
・
西
工
業
株
式
会
社�

大
西
利
子
さ
ま�

「
市
民
が
守
り
続
け
る
寛
永
通
宝
」�

私
の
住
ん
で
い
る
観
音
寺
市
に
は
有
明

浜
と
い
っ
て
大
変
き
れ
い
な
砂
浜
が
あ
り
、

ま
た
松
が
大
変
す
ば
ら
し
く
、
そ
こ
に
寛

永
通
宝
と
い
う
大
き
な
砂
に
掘
り
上
げ

た
銭
型
が
あ
り
ま
す
。
一
度
ぜ
ひ
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。
何
百
年
も
の
間
み
ん
な
の

奉
仕
で
、
い
つ
ま
で
も
形
を
保
存
し
て
い

る
町
の
宝
で
す
。
歌
に
も「
砂
に
お
ぜ
ぜ

が
九
千
坪
」と
あ
り
ま
す
。

■
東
西
1
2
0
m
、
南
北
90
m
、
周
囲
が

3
4
5
m
も
あ
る
巨
大
な
銭
形
の
砂
絵

な
ん
で
す
ね
。
市
民
の
み
な
さ
ん
が
春
と

秋
に
化
粧
直
し
を
さ
れ
る
ま
さ
し
く
町
の

お
宝
で
す
ね
。
一
度
こ
の
砂
絵
を
見
た
人

は
お
金
に
困
ら
な
い
と
い
う
言
い
伝
え
も

あ
る
よ
う
で
、
実
際
に
見
て
き
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
の
編
集
後
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

愛
媛
県
・
今
治
市�

菅
成
二
さ
ま�

「
フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ー
ス（
角
茄
子
）」�

■
ナ
ス
科
に
分
類
さ
れ
る
植
物
。
そ
の
名

の
通
り「
狐
の
顔
」を
し
た
果
実
が
生
り
、

近
代
生
け
花
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
そ
う

で
す
。
珍
し
い
写
真
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
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クボタシーアイの管路更生工法で安全な暮らしを守るクボタシーアイの管路更生工法で安全な暮らしを守るクボタシーアイの管路更生工法で安全な暮らしを守る
さまざまな管路をスピーディに甦らせる EX工法／ダンビー工法／勾配復元工法

クボタシーアイは小口径から大口径の管更生や管路の流下性能を改善する工法など、�
現在の下水道管路の老朽化に対応するさまざまな工法をご用意しております。�

塩ビ樹脂の優れた特性を活かし、幅広いニーズに応えるクボタシーアイの管路更生工法を是非ご採用ください。�

EX工法

ダンビー工法
中・大口径用（800～3000mm）�

勾配復元工法
既設管φ600mm以上、人力打設工法φ800mm以上�

小口径用（100～600mm）�

継ぎ目の無い管路で地盤変動に追従�

硬質塩化ビニル製EXパイプを、
非開削で既設管内へ挿入し、元
の円形状に戻して圧着させるこ
とで、優れた強度と品質を備え
た連続パイプを生み出す小口径
更生工法です。�

●非円形（矩形、馬蹄形など）にも適用可能�
●供用中、段差、屈曲部など幅広い施工条件に対応　�
●流量の増加にも対応�
●独自の嵌合構造とシール機能で水密性を確保�
●新管と同等以上の強度を発揮�

新潟県中越沖地震で耐震性を実証�

塩ビ製の帯板を既設管の内側に
密着させながら嵌合用接合部材
を使ってスパイラル状に製管し、
その隙間に高流動、高強度の充
填材を注入。断面縮小を最小限
に抑えた複合管を形成する中・
大口径更生工法です。�

●非開削で行える周辺環境に優しい工法�
●既設人孔からの作業で施工が可能�
●人力打設時の水替えが不要�
　※現場条件により必要な場合があります。�
●工期の短縮が可能�

流下性能の低下を円滑な流れに改善�

汚濁物質が堆積すると臭気を発
生させたり、既設管路の浸食と
いった問題を発生させます。勾
配復元工法は、短期間に流下性
能の低下を円滑な流れに改善し
ます。�

●優れた耐食性、耐摩耗性�
●未硬化のない安定した品質�
●臭気の発生、火災の心配がない�
●端材はリサイクル可能�
●加熱・拡径・冷却のスピード施工�
�

特　長�

特　長�

特　長�

既設管�

EXパイプ�

既設管�スペーサー�ストリップ�

ジョイナー�

充填材�

勾配復元�
工法部材�

既設管�
モルタル�


